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ウェルビーイングの要因は個人内に
留まらず、家族、友人、集団など
様々な段階の人間関係によって規定
されます。私たちはそれぞれの段階
の要因を主観だけでなく、行動解析
や生体計測など総合的に分析するこ
とが可能であり、ウェルビーイング
を包括的な視点から検討します。

情報技術によって人や組織のウェル
ビーイングを実現するためのエビデ
ンスを提供します。個人毎や年齢・
状況による変化、さらには集団の
ウェルビーイングを定量可能な指標
を見出し、それぞれの特性にあった
循環プロセスを設計する指針や方法
論を提案します。
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Measuring, understanding, and empowering wellbeing

渡邊 淳司 (Junji Watanabe) 人間情報研究部 感覚共鳴研究グループ

ウェルビーイングを測る、知る、育む

～“いきいきとした心的状態”の実現を科学する領域横断研究～

人や組織が持続的にいきいきと活動
している状態（ウェルビーイング）
を実現するための設計論を人間科学
の視点から構築する研究です。科学
的な解明とともに、具体的なケース
に適用可能な、要因の特定、計測、
モデル化、介入、評価からなる循環
プロセスに取り組みます。
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情報化社会において、「どのように情報技術が心の豊かさをサポートできるか」が問われています。CS研の

人間科学の研究、心的状態の計測技術、感覚情報の提示技術は、この問い（現代社会におけるウェルビー

イング＊のあり方）をエビデンスに基づいて検討するための重要な素地となります。

＊ウェルビーイング（Wellbeing）: 人間が心身の潜在能力を発揮し、意義を感じて「いきいきと」満足して生きている状態。
主観、行動、生理の多次元的な計測によって定量化され、ライフステージ、対人関係、組織などによっても変化します。

ウェルビーイングの設計
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ウェルビーイングの研究対象
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組織の生産性と行動

の継続的計測

群衆の集団的同期と

認知・身体の変化

母子間の心的身体的な

結びつきの原理を解明


